
 

①正念寺 

②真明寺 

③十禅寺緑地公園 
④ほほえみの水辺公園 

⑦岩根小学校バス停前 

⑨下田小学校付近 

 茶釜川水質浄化 

 施設の傍ら 

⑩甲西北汚水中継ポンプ場 敷地内 

②真明寺 

「つつじいけて其陰（そのかげ）に 

干鱈（ひたら）さく女」 

江戸時代に地元の俳人集団により建立され

た古い句碑。芭蕉が石部を訪れた際に素朴な

日常風景を詠んだ句が刻まれています。 

①正念寺 

「いかめしき音や霰（あられ）のひのき笠」 

冬の厳しい寒さを詠んだ句。芭蕉の肖像が彫

られた珍しい句碑です。 

正念寺の敷地内には、これ以外にも著名な俳

人の句碑が２点存在します。 

③十禅寺緑地公園 

「松風の落葉か水の音涼し」 

平成６年に旧石部町が建立した句

碑。さわやかな自然の美しさを詠ん

だ句です。この句碑にも芭蕉の肖像

が彫られています。 

④ほほえみの水辺公園 

「山路きて何やらゆかしすみれ草」 

平成６年に旧甲西町が建立した句碑。

京都から近江への旅路の自然の美し

さを詠んだ句です。 

⑩甲西北汚水中継ポンプ場 敷地内 

「春なれや名もなき山の薄霞（うすがすみ）」 

奈良の吉野山ほどではないが、名もない山に

もそれなりに霞がかかっている。伊賀から奈

良への旅路で詠んだ句とされています。 

いつ誰が建てたものかは不明ですが、平成８

年にポンプ場の建設が始まったころには句

碑があったそうです。 

⑨下田小学校付近 

茶釜川水質浄化施設の傍ら 

「道のべの木槿（むくげ）は 

馬にくわれけり」 

道端の花を馬がパクっと食べて

しまった、そんな日常の一瞬を

素朴に切り取った句。句碑に刻

まれた文字は芭蕉の実際の書き

文字を写したものです。 



 

②真明寺 
③十禅寺緑地公園 

④ほほえみの水辺公園 

⑦岩根小学校バス停前 

⑥南照寺 

⑤西照寺 

⑧園養寺 

湖南市 芭蕉句碑マップ 

かの有名な俳聖・松尾芭蕉。旅の中で東海道を通り、湖南市にも訪れていました。 

芭蕉が詠んだ俳句を石に彫った句碑が、湖南市には 10 か所あります。 

⑤西照寺 

「ものいへば唇寒し秋の風」 

昭和 55 年に建てられた句碑。 

悪口や自慢は後悔のもとなので言葉には

気を付けよう、という意味ですが、教訓と

いうよりは自戒の句と思われます。 

⑧園養寺（おんようじ） 

「木のもとに汁も膾（なます）も桜かな」 

桜を見ながら食事していると花まみれに

なってしまうという、素朴な日常を切り取

った句。いつ誰が建てた句碑かは不明です

が、園養寺の自然豊かな庭にこの句を重ね

たのでしょうか。 

⑦岩根小学校バス停前 

「菜ばたけに花見顔なる雀かな」 

スズメたちが菜の花畑を飛び回る様

子を詠んだ微笑ましい句。かつてこの

地には菜の花畑があったそうです。 

⑥南照寺 

「西行（さいぎょう）の菴（いおり）も有らん 

花の庭」 

芭蕉が知人の家に招かれた際、立派な桜を見て「尊敬

する西行さんもこんな場所に住んでいただろうか」

とほめた句。建立者は南照寺の美しい庭園にこの句

を思い起こして句碑を建てたのかもしれません。 


